吹田市 (すいたし)社会 (しゃかい)福祉審 (ふくししん)議会 (ぎかい)
■令和 (れいわ)７年度 (ねんど)第２回 (だい　かい)　障 (しょう)がい者 (しゃ)施策 (しさく)推進 (すいしん)専門 (せんもん)分科会 (ぶんかかい)
日時 (にちじ)：令和 (れいわ)８年 (　　ねん)（2026年 (ねん)）３月 (　がつ)27日 (にち)（金曜日 (きんようび)）午前 (ごぜん)10時 (じ)～正午 (しょうご)
場所 (ばしょ)：吹田 (すいた)市立 (しりつ)千里 (せんり)市民 (しみん)センター (せんたー)　大ホール (だいほーる)
出席者 (しゅっせきしゃ)：竹 (たけ)端 (ばた)委員 (いいん)、川田 (かわた)委員 (いいん)、佐中 (さなか)委員 (いいん)、西岡 (にしおか)委員 (いいん)、槌 (つち)矢 (や)委員 (いいん)、藤嶋 (ふじしま)委員 (いいん)、西村 (にしむら)委員 (いいん)、冨士 (ふじ)野 (の)委員 (いいん)、
楠 (くす)委員 (いいん)、川本 (かわもと)委員 (いいん)、利 (かが)田 (た)委員 (いいん)、大江 (おおえ)委員 (いいん)、野口 (のぐち)委員 (いいん)、白川 (しらかわ)委員 (いいん)、大谷 (おおたに)委員 (いいん)、小澤 (おざわ)委員 (いいん)
以上 (いじょう)16名 (めい)
次第 (しだい)：議題 (ぎだい)
[bookmark: _Hlk207874628]１　【報告 (ほうこく)】
手話 (しゅわ)言語 (げんご)等 (とう)促進 (そくしん)条例 (じょうれい)作業 (さぎょう)部会 (ぶかい)の取組 (とりく)みについて
２　【質疑 (しつぎ)応答 (おうとう)】
次期 (じき)計画 (けいかく)の策定 (さくてい)に向け (む　)て
①計画 (けいかく)策定 (さくてい)到達点 (とうたつてん)
②第４期 (だい　き)障 (しょう)がい者 (しゃ)計画 (けいかく)の課題 (かだい)整理 (せいり)
③障 (しょう)がい福祉 (ふくし)の取組 (とりくみ)に関する (かん　　　　　)アンケート (あんけーと)結果 (けっか)（速報 (そくほう)）
④次期 (じき)計画 (けいかく)策定 (さくてい)の方向性 (ほうこうせい)
手話 (しゅわ)言語 (げんご)等 (とう)促進 (そくしん)条例 (じょうれい)の取組み (とりく　　)の進捗 (しんちょく)報告 (ほうこく)及び (およ　　　)今後 (こんご)の取組み (とりく　　)
３　【グループワーク (ぐるーぷわーく)】
テーマ (てーま)①：アンケート (あんけーと)結果 (けっか)について
テーマ (てーま)②：市 (し)が提示 (ていじ)した次期 (じき)計画 (けいかく)のポイント (ぽいんと)について

会議 (かいぎ)の経過 (けいか)
　　　１　【報告 (ほうこく)】
手話 (しゅわ)言語 (げんご)等 (とう)促進 (そくしん)条例 (じょうれい)作業 (さぎょう)部会 (ぶかい)の取組み (とりく　　)について
（手話 (しゅわ)言語 (げんご)等 (とう)促進 (そくしん)条例 (じょうれい)作業 (さぎょう)部会 (ぶかい)の部会 (ぶかい)長川田 (ちょうかわた)委員 (いいん)より報告 (ほうこく)）
２　【質疑 (しつぎ)応答 (おうとう)】
次期 (じき)計画 (けいかく)の策定 (さくてい)に向けて (む　　)
①計画 (けいかく)策定 (さくてい)到達点 (とうたつてん)
②第４期 (だい　き)障 (しょう)がい者 (しゃ)計画 (けいかく)の課題 (かだい)整理 (せいり)
③障 (しょう)がい福祉 (ふくし)の取組 (とりくみ)に関する (かん　　　　　　)アンケート (あんけーと)結果 (けっか)（速報 (そくほう)）
④次期 (じき)計画 (けいかく)策定 (さくてい)の方向性 (ほうこうせい)
手話 (しゅわ)言語 (げんご)等 (とう)促進 (そくしん)条例 (じょうれい)の取組み (とりく　　)の進捗 (しんちょく)報告 (ほうこく)及び (およ　　)今後 (こんご)の取組 (とりく)み
以下 (いか)、上記 (じょうき)２案件 (あんけん)に関する (かん　　　　　)質疑 (しつぎ)応答 (おうとう)。

【委員 (いいん)】
資料 (しりょう)２の３ページ目 (　ぺーじめ)の手話 (しゅわ)言語 (げんご)等 (とう)促進 (そくしん)条例 (じょうれい)の「第２ (だい　　)　現状 (げんじょう)と課題 (かだい)」の「現状 (げんじょう)」の項目 (こうもく)に、聴覚障 (ちょうかくしょう)がい者 (しゃ)は「大きな (おお　　　　)声 (こえ)でゆっくり話して (はな　　　　　)ほしい」が最も (もっと　　　)多く (おお　　)とあるが、具体的 (ぐたいてき)には何% (なんパーセント)か。数値 (すうち)だけを見る (み　)と点字 (てんじ)や手話 (しゅわ)を必要 (ひつよう)としている人 (ひと)が少なく (すく　　　　)見え (み　)てしまう。

【会長 (かいちょう)】
質問 (しつもん)の背景 (はいけい)としては、点字 (てんじ)や手話 (しゅわ)のニーズ (にーず)がもっとあるはず、矮小化 (わいしょうか)されているのではないかと危惧 (きぐ)を持 (も)たれているということでよろしいか。

【委員 (いいん)】
はい。資料 (しりょう)の中 (なか)に視覚障 (しかくしょう)がい者 (しゃ)は点字 (てんじ)を広めて (ひろ　　　　　)ほしい、聴覚障 (ちょうかくしょう)がい者 (しゃ)は手話 (しゅわ)を広めて (ひろ　　　　)ほしいという意見 (いけん)があるが、資料 (しりょう)２の３ページ目 (　ぺーじめ)の「現状 (げんじょう)」の数値 (すうち)からは、そう読み取れ (よ　と　)ない。

【事務局 (じむきょく)】
具体的 (ぐたいてき)な数値 (すうち)はすぐに回答 (かいとう)できないが、多い (おお　　)割合 (わりあい)であった。 「現状 (げんじょう)」の数値 (すうち)を記載 (きさい)した趣旨 (しゅし)としては、2つある。 1つ目 (　め)は、吹田市 (すいたし)には視覚障 (しかくしょう)がい者 (しゃ)又 (また)は聴覚障 (ちょうかくしょう)がい者 (しゃ)の手帳 (てちょう)所持者 (しょじしゃ)が約 (やく)900人 (にん)いる。高齢 (こうれい)になってから聴覚障 (ちょうかくしょう)がい者 (しゃ)になり、手帳 (てちょう)を取得 (しゅとく)された方 (かた)も含まれて (ふく　　　　　　　)おり、令和 (れいわ)5年 (ねん)以前 (いぜん)に、完全 (かんぜん)な無作為 (むさくい)抽出 (ちゅうしゅつ)でアンケート (あんけーと)を実施 (じっし)した際 (さい)には、もっと低い (ひく　　)割合 (わりあい)の回答 (かいとう)であった。令和 (れいわ)5年 (ねん)のアンケート (あんけーと)からは、年齢 (ねんれい)区分 (くぶん)が等分 (とうぶん)になるように、65歳 (さい)以上 (いじょう)、生産 (せいさん)年齢 (ねんれい)人口 (じんこう)、子ども (こ　　)に3等分 (とうぶん)して実施 (じっし)した。その結果 (けっか)、一 (いっ)定数 (ていすう)のニーズ (にーず)があることが分かった (わ　　)ため数値 (すうち)として記載 (きさい)した。 2つ目 (　め)は、聴覚障 (ちょうかくしょう)がい者 (しゃ)には手話 (しゅわ)を使え (つか　　)ばよい、視覚障 (しかくしょう)がい者 (しゃ)には点字 (てんじ)を使えば (つか　　　　)よいという先入観 (せんにゅうかん)を持たれがち (も　　　　)だが、ゆっくり話したり (はな　　　　　　　　)、大きな (おお　　　　　)声 (こえ)で話す (はな　　　　)ことでも支援 (しえん)になるということを伝え (つた　　　)たかった。

【会長 (かいちょう)】
あるカテゴリー (かてごりー)に属する (ぞく　　　　　　)人 (ひと)の全体的 (ぜんたいてき)な意見 (いけん)と、真 (しん)のニーズ (にーず)が必要 (ひつよう)な人 (ひと)とで認識 (にんしき)のズレ (ずれ)がある。これから普及 (ふきゅう)啓発 (けいはつ)する段階 (だんかい)で、認識 (にんしき)のズレ (ずれ)が無い (な　)ような資料作り (しりょうづく　　　)が必要 (ひつよう)になる。



３　【グループワーク (ぐるーぷわーく)】
　今回 (こんかい)の専門 (せんもん)分科会 (ぶんかかい)では、テーマ (てーま)①：アンケート (あんけーと)結果 (けっか)について、テーマ (てーま)②：市 (し)が提示 (ていじ)した次期 (じき)計画 (けいかく)のポイント (ぽいんと)についてという２つのテーマ (てーま)でグループワーク (ぐるーぷわーく)を実施 (じっし)しました。以下 (いか)に各グループ (かくぐるーぷ)から出た (で　)意見 (いけん)についての発表 (はっぴょう)を議事 (ぎじ)要旨 (ようし)として記載 (きさい)します。

【委員 (いいん)グループ (ぐるーぷ)２班 (はん)】
①生活 (せいかつ)
・重度障 (じゅうどしょう)がい者 (しゃ)、強度行動障 (きょうどこうどうしょう)がいがある人 (ひと)の受け入れ (う　い　)が不十分 (ふじゅうぶん)。
・今 (いま)望まれる (のぞ　　　　　　　)生活 (せいかつ)と将来 (しょうらい)望まれる (のぞ　　　　　　)生活 (せいかつ)は違う (ちが　　)。
・今 (いま)は自宅 (じたく)で暮らす (く　　)ことを望んで (のぞ　　　　　)いても、親 (おや)なき後 (あと)の将来 (しょうらい)はグループホーム (ぐるーぷほーむ)等 (など)での暮らし (く　　)を望む (のぞ　　　)かもしれない。
・現在 (げんざい)の話 (はなし)と将来 (しょうらい)の話 (はなし)は切り離して (き　　はな　　　)考える (かんが　　　　　)必要 (ひつよう)がある。
②人材 (じんざい)確保 (かくほ)
・情報 (じょうほう)発信 (はっしん)はしているが、人材 (じんざい)確保 (かくほ)になかなか繋がらない (つな　　　　　　　　)。
・専門 (せんもん)職 (しょく)を確保 (かくほ)するだけではなく、専門 (せんもん)職 (しょく)以外 (いがい)も広く (ひろ　　)人材 (じんざい)を確保 (かくほ)する必要 (ひつよう)がある。
③医療 (いりょう)
・医療 (いりょう)へのアクセス (あくせす)の問題 (もんだい)。病院 (びょういん)に行って (い　　)もきちんと対応 (たいおう)してもらえない。
④障 (しょう)がい種別 (しゅべつ)
・身体障 (しんたいしょう)がい者 (しゃ)は、身体 (しんたい)の状態 (じょうたい)が悪かったり (わる　　　　　　　　　)、災害 (さいがい)時 (じ)に避難 (ひなん)ができない。
・精神障 (せいしんしょう)がい者 (しゃ)は、見た目 (み　め)では分からない (わ　　　　)ためサポート (さぽーと)を受ける (う　　)ことが難しい (むずか　　　　　)。
⑤市 (し)の職員 (しょくいん)で3つの手話 (しゅわ)ができない人 (ひと)が3分 (ぶん)の1も残って (のこ　　　　)いるのはなぜか。

【委員 (いいん)グループ (ぐるーぷ)４班 (はん)】
・手話 (しゅわ)を覚えたい (おぼ　　　　　　　)が、手話 (しゅわ)を勉強 (べんきょう)できる場所 (ばしょ)が少ない (すく　　　　)ため増や (ふ　)してほしい。
・手話 (しゅわ)を勉強 (べんきょう)するための受講 (じゅこう)費用 (ひよう)が高い (たか　　)。
・病院 (びょういん)に専任 (せんにん)の手話通 (しゅわつう)訳者 (やくしゃ)を増や (ふ　)してほしい。
・急 (きゅう)な依頼 (いらい)や土日 (どにち)に手話 (しゅわ)通訳 (つうやく)を利用 (りよう)できないことがあるので、24時間 (じかん)利用 (りよう)できるような制度 (せいど)がほしい。
・手話 (しゅわ)ができるヘルパー (へるぱー)の育成 (いくせい)が必要 (ひつよう)。
・車 (くるま)いすでも移動 (いどう)しやすい道路 (どうろ)の整備 (せいび)をしてほしい。
・車 (くるま)いすで利用 (りよう)できる飲食店 (いんしょくてん)が少ない (すく　　　　　)ため増やして (ふ　　)ほしい。
・一人暮ら (ひとりぐ　　)しを望む (のぞ　　　)意見 (いけん)があるが、在宅 (ざいたく)生活 (せいかつ)を実現 (じつげん)できるような制度 (せいど)があればよい。
・点字 (てんじ)費用 (ひよう)が高い (たか　　　)ので、もう少し (すこ　　)安く (やす　　)できないか。
・点字 (てんじ)を請け負って (う　お　　)くれるところが少ない (すく　　　　)ので増え (ふ　)てほしい。

【市 (し)職員 (しょくいん)グループ (ぐるーぷ)２班 (はん)】
①相談 (そうだん)支援 (しえん)体制 (たいせい)はどういう役割 (やくわり)分担 (ぶんたん)が効果的 (こうかてき)か。
・日常的 (にちじょうてき)なもの、緊急的 (きんきゅうてき)、高度 (こうど)なもの、身近 (みぢか)なもの。
・生活 (せいかつ)困窮 (こんきゅう)の場合 (ばあい)は、「くらしサポートセンター (さぽーとせんたー)すいた」、成年 (せいねん)後見 (こうけん)は、「けんりサポート (さぽーと)すいた」、住宅 (じゅうたく)の相談 (そうだん)は、「すまいサポート (さぽーと)すいた(検討中 (けんとうちゅう))」があるが、市民 (しみん)にとって分かりやすいネーミング (ねーみんぐ)になっているか。
・年齢 (ねんれい)等 (とう)で分ける (わ　　)と効果的 (こうかてき)か。
②事業所 (じぎょうしょ)への指導 (しどう)監査 (かんさ)の適切 (てきせつ)な体制 (たいせい)。
・放課後 (ほうかご)デイサービス (でいさーびす)などは、人材 (じんざい)不足 (ぶそく)と言われる (い　　　)中 (なか)でも事業所 (じぎょうしょ)は増えて (ふ　　)いる。
・どうすれば質 (しつ)の担保 (たんぽ)ができるか。どういう監査 (かんさ)の体制 (たいせい)があればよいか。
・どうすれば事業所 (じぎょうしょ)で働く (はたら　　　)人 (ひと)のモチベーション (もちべーしょん)向上 (こうじょう)に繋が (つな　　)るか。良い (よ　)ところを発信 (はっしん)していく必要 (ひつよう)がある。
③一人暮らし (ひとりぐ　　　)をしたい人 (ひと)がいる一方 (いっぽう)で家族 (かぞく)と一緒 (いっしょ)に暮らしたい (く　　　　)人 (ひと)もいる。
・本人 (ほんにん)のニーズ (にーず)と家族 (かぞく)のニーズ (にーず)がある中 (なか)で、どういう支援 (しえん)があれば実現 (じつげん)できるか。
・本人 (ほんにん)のニーズ (にーず)と家族 (かぞく)のニーズ (にーず)が複合化 (ふくごうか)する中 (なか)で、どこまで深 (ふか)掘り (ぼ　)できるか。

【市 (し)職員 (しょくいん)グループ (ぐるーぷ)１班 (はん)】
・令和 (れいわ)6年 (ねん)の児童 (じどう)福祉法 (ふくしほう)の改正 (かいせい)で、こども発達 (はったつ)支援 (しえん)センター (せんたー)が中核 (ちゅうかく)となり、地域 (ちいき)へ還元 (かんげん)をしていくという役割 (やくわり)を持っ (も　)ている。
・アンケート (あんけーと)結果 (けっか)を見る (み　)と、児童 (じどう)発達 (はったつ)支援 (しえん)に関して (かん　　　)利用 (りよう)したいサービス (さーびす)に空き (あ　)がない、利用 (りよう)したい日時 (にちじ)に空き (あ　)がなく、利用 (りよう)ができないという意見 (いけん)が出て (で　)いる。
・事業所 (じぎょうしょ)への巡回 (じゅんかい)をして状況 (じょうきょう)の確認 (かくにん)をしているが、データベース化 (でーたべーすか)してどんな手立て (てだ　)が必要 (ひつよう)なのか、どこの事業所 (じぎょうしょ)に空き (あ　)があるのかを把握 (はあく)してお伝え (　つた　)できているか。
・主 (おも)に未就学 (みしゅうがく)の人 (ひと)の相談 (そうだん)が多い (おお　　)が、18歳 (さい)になってからのイメージ (いめーじ)を持って (も　　)もらえるような対応 (たいおう)をしていかなければならない。
・こども発達 (はったつ)支援 (しえん)センター (せんたー)だけでなく、障 (しょう)がい福祉室 (ふくししつ)とも連携 (れんけい)し、保護者 (ほごしゃ)にも安心 (あんしん)していただき、子供 (こども)の療育 (りょういく)をどうしていくか話 (はなし)をする必要 (ひつよう)がある。

【委員 (いいん)グループ (ぐるーぷ)３班 (はん)】
・アンケート (あんけーと)について、本人 (ほんにん)が回答 (かいとう)された割合 (わりあい)が高い (たか　　)。どのアンケートも回答率 (かいとうりつ)が50% (ぱーせんと)以下 (いか)ということから、障 (しょう)がいの軽い (かる　　)人 (ひと)が多く (おお　　)回答 (かいとう)されたのではないかと推測 (すいそく)する。
・アンケート (あんけーと)の結果 (けっか)と実態 (じったい)がどこまであっているのか。
・人材 (じんざい)確保 (かくほ)の問題 (もんだい)。人材 (じんざい)が少なく (すく　　　　)なる一方 (いっぽう)で、色んな (いろ　　　　)サービス (さーびす)はもっと増える (ふ　　)必要 (ひつよう)がある。専門性 (せんもんせい)も向上 (こうじょう)させなければならない。使い (つか　　)勝手 (かって)もよくないといけない。緊急性 (きんきゅうせい)も担保 (たんぽ)されないといけない。
・具体的 (ぐたいてき)にどんなプラン (ぷらん)で進めて (すす　　　　)いくのか目標 (もくひょう)を定めなければ (さだ　　　　　　　　　　　　)ならない。目標 (もくひょう)が達成 (たっせい)できなかったということにならないように、具体 (ぐたい)案 (あん)があった方 (ほう)がよい。
・障 (しょう)がいへの理解 (りかい)、周知 (しゅうち)啓発 (けいはつ)に関わる (かか　　　　)ことだが、障 (しょう)がいの種類 (しゅるい)によって必要 (ひつよう)な合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)が違う (ちが　　)ということを知らない (し　　)人 (ひと)がたくさんいる。どうやって周知 (しゅうち)啓発 (けいはつ)をしていくかという課題 (かだい)がある。
・点字 (てんじ)ブロック (ぶろっく)の上 (うえ)に自転車 (じてんしゃ)が置か (お　)れていることを市 (し)に訴えて (うった　　　　　　)いるが、なかなか周知 (しゅうち)されていない。
・親 (おや)なき後 (あと)のことを考える (かんが　　　　　)にあたり、成年 (せいねん)後見 (こうけん)だけではなく、公的 (こうてき)施設 (しせつ)以外 (いがい)にも活用 (かつよう)できる機関 (きかん)と連携 (れんけい)することを模索 (もさく)してもよいのではないか。

【委員 (いいん)グループ (ぐるーぷ)１班 (はん)】
・アンケート (あんけーと)について、身体障 (しんたいしょう)がいの中でも (なか　　　　　)視覚 (しかく)障 (しょう)がいが何% (なんぱーせんと)、聴覚障 (ちょうかくしょう)がいが何% (なんぱーせんと)という風 (ふう)に、障 (しょう)がい種別 (しゅべつ)ごとに集計 (しゅうけい)した結果 (けっか)が分か (わ　)ればなおよい。障 (しょう)がい種別 (しゅべつ)ごとに割合 (わりあい)を決めて (き　　)アンケート (あんけーと)を実施 (じっし)しているが、実際 (じっさい)にどのくらいの意見 (いけん)が反映 (はんえい)されているのか分かりやすく (わ　　　　)なるはず。
・希望 (きぼう)する暮らし (く　　)で、家族 (かぞく)と同居 (どうきょ)が1 (　)番 (ばん)という意見 (いけん)があったり、一人暮らし (ひとりぐ　　　)が1番 (ばん)という意見 (いけん)があったりするが、親 (おや)なき後 (あと)の状況 (じょうきょう)を考えた (かんが　　　　　　)時 (とき)に、同じ (おな　　)質問 (しつもん)でも温度差 (おんどさ)が出て (で　)しまう。
・何 (なん)のためのアンケート (あんけーと)で、アンケート (あんけーと)結果 (けっか)を基 (もと)に市 (し)で何 (なに)をするのか。
・南海 (なんかい)トラフ (とらふ)地震 (じしん)が30年 (ねん)以内 (いない)に起きる (お　　)と言われて (い　　　)いる中 (なか)で、事業所側 (じぎょうしょがわ)での備蓄 (びちく)であったり、避難 (ひなん)場所 (ばしょ)の確保 (かくほ)であったり、BCP (びーしーぴー)（事業 (じぎょう)継続 (けいぞく)計画 (けいかく)）でやっているが、電源 (でんげん)の供給 (きょうきゅう)が不安 (ふあん)要素 (ようそ)としてある。
・市 (し)で研修 (けんしゅう)など専門性 (せんもんせい)を高める (たか　　　　)ための事業 (じぎょう)を実施 (じっし)しているが、見合った (みあ　　)研修 (けんしゅう)が実施 (じっし)され、事業所 (じぎょうしょ)が参加 (さんか)できる状況 (じょうきょう)なのか。制度的 (せいどてき)な部分 (ぶぶん)と実務的 (じつむてき)な部分 (ぶぶん)がかけ離れ (　　　はな　)ていなければよい。

【委員 (いいん)グループ (ぐるーぷ)２班 (はん)】
・車 (くるま)いすで移動 (いどう)しづらいという問題 (もんだい)をどこに相談 (そうだん)すればよいか。
・点字 (てんじ)ブロック (ぶろっく)が整備 (せいび)されるのはよいが、逆 (ぎゃく)にバリア (ばりあ)になってしまうこともある。
・今年度 (こんねんど)、人材 (じんざい)確保 (かくほ)で魅力 (みりょく)発信 (はっしん)に力 (ちから)を入れて (い　　)いたが、しっかりと評価 (ひょうか)をして継続 (けいぞく)してほしい。

【委員 (いいん)グループ (ぐるーぷ)１班 (はん)】
・アンケート (あんけーと)を実施 (じっし)する意図 (いと)を再確認 (さいかくにん)。予算 (よさん)を確保 (かくほ)するためにも活用 (かつよう)される。

【委員 (いいん)グループ (ぐるーぷ)４班 (はん)】
・手話 (しゅわ)バッジ (ばっじ)を職員 (しょくいん)だけではなく市民 (しみん)にも配布 (はいふ)し、みんなに手話 (しゅわ)を覚えて (おぼ　　　　)もらいたい。
・手話 (しゅわ)を勉強 (べんきょう)したいがお金 (　　　かね)がかかるという意見 (いけん)があるが、事業所 (じぎょうしょ)へ行政 (ぎょうせい)から補助 (ほじょ)金 (きん)が交付 (こうふ)される場合 (ばあい)もあるので、そういう情報 (じょうほう)を周知 (しゅうち)していきたい。
・４月 (　　がつ)から自転車 (じてんしゃ)のルール (るーる)が厳しく (きび　　　　)なるので、自転車 (じてんしゃ)が走り (はし　　)やすい道路作り (どうろづく　　)も考えて (かんが　　　　　　)いきたい。

【委員 (いいん)グループ (ぐるーぷ)３班 (はん)】
・複雑化 (ふくざつか)、複合化 (ふくごうか)した課題 (かだい)への対応 (たいおう)。
・現場 (げんば)でも地域 (ちいき)の人 (ひと)から悩ましい (なや　　　　　　)課題 (かだい)が出て (で　)きており、重層的 (じゅうそうてき)に支援 (しえん)するケース (けーす)が増えて (ふ　　)いる。次期 (じき)計画 (けいかく)には、地域 (ちいき)の課題 (かだい)についても盛り込んで (も　こ　　)ほしい。
・地域 (ちいき)から孤立 (こりつ)している人 (ひと)がたくさんいる。障 (しょう)がいを持っ (も　)ている人 (ひと)は赤ちゃん (あか　　　　　　)から高齢者 (こうれいしゃ)までライフステージ (らいふすてーじ)を通じて (つう　　　　)きめ細やか (こま　　　　)な連携 (れんけい)が必要 (ひつよう)。
・計画 (けいかく)冊子 (さっし)は、地域 (ちいき)の人 (ひと)に分かりやすく (わ　　　　　)、イメージ (いめーじ)しやすい言葉 (ことば)で書いて (か　　)もらいたい。

【市 (し)職員 (しょくいん)グループ (ぐるーぷ)２班 (はん)】
・今 (いま)までの計画 (けいかく)冊子 (さっし)は関係者 (かんけいしゃ)にしか読まれない (よ　　　)ものであった。
・誰 (だれ)が読んで (よ　　)も面白い (おもしろ　　　)計画 (けいかく)。ベストセラー (べすとせらー)になるような、関係者 (かんけいしゃ)以外 (いがい)も読んで (よ　　)くれるような計画 (けいかく)になればよい。
・障 (しょう)がいがある人 (ひと)もない人 (ひと)も我が (わ　)ことになるように、「あなたの安心 (あんしん)に繋がる (つな　　　　)」ような計画 (けいかく)に。
・障 (しょう)がいのことを考える (かんが　　　　　)きっかけになるように。
・キャラクター (きゃらくたー)を考えたり (かんが　　　　　　　　)、オシャレ (おしゃれ)な表紙 (ひょうし)にするなどの工夫 (くふう)をして、みんなに手 (て)に取って (と　　)もらえるような計画 (けいかく)冊子 (さっし)にしたい。

【市 (し)職員 (しょくいん)グループ (ぐるーぷ)１班 (はん)】
・伴走 (ばんそう)支援 (しえん)イコール (いこーる)同じ (おな　　)人 (ひと)が伴走 (ばんそう)し続ける (　つづ　　　)というイメージ (いめーじ)を持って (も　　)しまうが、きちんと引き継ぎ (ひ　つ　)ができるようなイメージ (いめーじ)で、伴走 (ばんそう)支援 (しえん)という言葉 (ことば)を使え (つか　　)るようにする。

事務局 (じむきょく)から連絡 (れんらく)事項 (じこう)


【事務局 (じむきょく)】
来年度 (らいねんど)の第1回 (だい　　かい)については、令和 (れいわ)8年 (ねん)6月 (がつ)頃 (ごろ)に開催 (かいさい)予定 (よてい)。詳細 (しょうさい)が決まり (き　　)次第 (しだい)お知らせ (　し　　)する。

福祉 (ふくし)部長 (ぶちょう)の挨拶 (あいさつ)


（以上 (いじょう)）
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